





















































































































































































の後、 転移が判明したが、宏子さんは取り乱すこともなく、淡々と闘病生活を送った。そ な中、宏子さんが出会ったのが絵画。 「全くの素人」 （武井教授）だった 、つくば
市のアートスクールに通い始め、死の２年前から本格的に描き始めた。　
絵のモチーフは大部分

























































































































































































































































































審議会（中教審）の答申によると、全国 国公私立大学の約１０００学部に「ＡＯ入試（合格者）の問題点」について聞いたところ、約６割が「他方式の入学者と同等 学力があるか疑問を持つ」と回答し いう。　
また一部にせよ、企業








考えを巡らす中で最近は地域交流が無くなったため、孤独死が増えたり、児童虐待に気づきに くなったと判断。その上で近隣住民と交流を持ち続ける環境づくりの在り方を議論し、最終的に「コミュニティバスや乗合形式でのカーシェアリングの普及推進」 を提言し 。　
また「子ども国会」に


















































ば、論述試験の他に学力試験を義務づけるのも一つのやり方だ。加えて大学が論述入試の入学者に対し「補講」 行うことも効果的だろう。大学で高校の学習範囲を復習することは、 「大学 高校化」 という批判があるが、それ以上に論述入試で養われる論理的な思考方法や表現力は大学や社会で必要とさ 力だ。　
社会に出ると知識力だ





































を見てきた私にとっては少々つまらなく思えた。だが、そう思いながらもなぜだか私はそれ以来度々星さんの本を手に取った。そしてしばらくしてふと、星さんの世界 魅力に気づいた。星さ 世界は現実の世界を土台に ながらもちょっとだけ現実か 浮遊した世界である。ありそうで無い、起こりそうで起こらない世界。そこで誰でもないが誰でもあり得る無個性な人物が少 不可思議な出来事を経験する。まる何事も無いかのようにさらりと描かれた世界は現実によく似ているが、実は違う。小説の世界にあこがれていた私に って、それ現実と小説の狭間に存在しているよ なあこがれの世
　
春休みに先輩たちが、私









で自分のことのように怒り、悲しんでくれ ここまで人の心に寄り添える人はなかなかいないのではないかと思う。また、人関わり 人一倍大切 している。口癖のよ に「ご縁を大切に」 と言っているが実際に彼女の知り合いは多い。まさかという所で彼女の知り合いと遭遇することも多い。きっと 優しさと縁を大切にする心は人をひきつけるのだろう。　
もう一人は真っすぐで、
そして彼女同様に人との関わりを大切にする人である。 彼はとても真っすぐで、頑固とも言えるが、い も





真っすぐさ、母 優 さにあこがれ、彼らのようにりに人が自然と ってくるような になりたいと思ったが、
20才を目の前に

















































検定調査審議会で内容が検討される。そしてこの審議に基づいて、文部科学大臣が の合否を決定。 合格した教科書から、公立では都道府県や市町村の教育委員会 、国立私立では学校長が、どの教科書を使用するか研究・調査 行い、最もふさわしいと思われる教科書を選ぶ。この過程を経
正確で面白い教科書を


























支えるのは、研究に裏付けられた確かな「理論」だと説明す 。 一つの英単語を覚 ためには、文中で
10回

























と、 また頑張ろうと思える」と同教授。質には自信があり、 「この教科書で勉強する生徒がうらや しい」と笑う。　
同教授は「誰でも英検１







様な価値を知っ 、どんな年齢になってもスポーツを楽しみ続けてほ い。子供たち全てにとっ 生涯スポーツの実現を促す教科書になればと思う」 話 。同教授のメッセージは教科書を通して、毎年高校生へと運ばれている。
てようやく児童・生徒の手に教科書が渡る。　
次に教科書の検定基準





































































































































































































































導入されれば、 本学の 「自転車問題」への解決に向けた大きな前進 なるのは間違いない。今、政府
が危険運転を繰り返す自転車の乗り手に対して、安全講習を義務付けるなど、厳しい方針で臨む意向を表明して る。 「自転車は野放しではない」という意識が社会で浸透しつつあるのだ。同制度の導入をきっかけに、その意識が本学でも浸透すれば、それは大 な成果
　
大学への自転車環境改善




















































































































































































が、小学５年生の時にヒップホップダンスに興味を持ち 習い始めた。ヒップホ を教えるダンススタジオではエアロビックも教えていた。 「バレエは芸術の要素が強く、人と競うことが少ない。だから勝敗を競うエアロビックは魅力的だった」 。演技者が観客を巻き込み、一体となる世界大会のビデオを見て、 「自分も演技者として経験したい」と強く思った。　
だが、まだ一般への普





































































































































































































































































かりやすく行う特別授業「どうなる？どうする！地球温暖化」では、山中勤准教授（生環系）が地球温暖化について解説。 「１００年間で地 の温度は何度上がったか」 「地球温暖化の原因は何 と ったクイズを交えながら授業が進められた。　
総合研究棟Ａ
































































使う派手なものまで、さまざまな種類のマジックを練習している。各部員は映像資料や本、雑誌を参考にマジック 研究し、先輩が後輩にテクニ クを伝授する。 また、






















































































































店出店の他、本学の音楽系サークルによる野外ライブも予定されている。実行委員会の企画では、浴衣美女のグランプリを決定する「ゆかたコンテスト」や、男の中 男を競う「漢祭り」 、 各団体の御輿パフォー

























































































































筑 波 大 学 新 聞 第 307 号 （12）トピックス2013 年（平成 25 年）５月 20 日（月）
仲間の支えを実感する
復活目指し日々奔走






に出演。復活後初のステ ジで力強く歌った。 「周りのお げ」と優しくほほ笑む。　
仲間を先導する中で感じたことがあ


























と 「ありがとう」 と団員につぶやいた。すると 、 言うのはこっちの方。お前がいるからメンネルコールがあるんだ」 。仲間の支えを実感した瞬間だった 「そもそも合唱は一人ではできないから」 。 まざまな人に教えられ、 助けられた だからこそ 「自分なんてちっぽけだ」 、自分に言い聞かせるように繰り返しながら、助けてくれた人への感謝を忘れることはない。　
人と関わる上で、気を付けているこ







まざまな質問をされた。 「神道とはどういう思想？」 「人情とは何？」……。答えにくいことでも、できる限り説明した。 「真剣な人には真剣に反応する。分かり合 ないことがあっても、分かり合えないということが分かり合えだけで進歩だから」 。　
次の目標は、来年３月８日のメンネ
ルコール復活後初めてと る単独コンサートだ。今までは他の合唱団との共同コンサート ったが、ＯＢや地域の人の協力を得て単独で開催する 私たちの合唱 通して一人 も多くの人が笑顔になれるように」と、その日を待ち望む。　
周りの人に支えられながら、メンネ
ルコールの復活を成し遂げて２年。 「私はマッチに火をつけただけ。火を大きくしてくれたのは周りの人」 ぽつりと話す川邉さんだが、大切にする仲間の支えがあれば、そのマッチの火はいくらでも大きくなるだろう。
（鈴木拓
也＝人文学類２年）
写真部の展示に見入る来場者 ３面へ
第 29 回つくば芸術祭
相手を抜き去りトライを狙う選手
ラグビー関東大学春季大会
９面へ
